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最初の一瞬で生死が決まる地震災害。
無事に乗り切ることができますか？
地震で死なない、けがをしない

住環境。
本書は、豊富なデータと写真を使い、

それを明らかにしました。
あなたの家には生存空間がありますか？

　中川　洋一　　（日本災害情報学会会員）
　　　　　　　　　　　 

地 域 安 全 学 会 会 員

立教大学経済学部卒と同時にＮＨＫに入局。
名古屋放送局チーフ・アナウンサーなどを経て報道番組部チーフ・ディ
レクターに転じ、報道番組の制作に従事。定年後は浜松学院大学と常葉
学園短期大学で教壇に立つ。この間、静岡県地震防災センター評議員、

（財）静岡総合研究機構防災情報研究所外部研究員、静岡県立大学防災
総合講座講師などを努めた。４月中旬発売予定

著者紹介

本書の主な目次

第１章　過去の地震被害を再検証する
第１　2016 年熊本地震　２回の震度７で激甚な被害
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第４　2011 年東日本大震災［３］　もう一つの大災害地盤の液状化
第５　2009 年駿河湾の地震　室内災害の典型例

・死傷原因をタイプ別に分類する／全体の傾向を再検証すると…
第６　2008 年岩手県沿岸北部の地震　自損事故が多発
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第２章　災害タイプ別各論
第１　土 砂 災 害　どう備え どう回避するか
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第３章　家財道具災害を科学する
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